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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ｉ
ｏ
ｖ
ｅ
 

ｉ
ｏ
ｖ
ｅ
 

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
３
３
２
Ｂ

【
作
者
名
】

　
友

【
あ
ら
す
じ
】

　
人
気
グ
ル
ー
プ
『
四
神
』
の
和
輝
が
大
好
き
な
幼
な
じ
み
、
夏
木
。
彼
女
の

想
い
は
伝
わ
る
が
…
…
…
。
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第
１
話
 
 

幼
な
じ
み
。
（
前
書
き
）

連
載
第
２
弾
で
す
！
 

前
回
は
７
話
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
長
く
し
よ
う

と
思
っ
て
ま
す
！
 
 
 

苦
情
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
よ
！
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第
１
話
 
 

幼
な
じ
み
。

 
 

ー
 

ピ
ー
ン
ポ
ー
ン
…
ー
 
 
 

「
あ
ら
！
夏
木
ち
ゃ
ん
！
！
い
つ
も
、

ご
め
ん
な
さ
い
ね
～
！
」

 
 

「
い
い
え
！
！
」

 
 
 

「
和
輝
～
～
！
夏
木
ち
ゃ
ん
来
た
わ
よ
～
～
！
！
」

 
『
ん
…
…
。
』
 
 

ー
ガ
チ
ャ
！
！
ー
 
 
 

「
和
輝
！
！
仕
事
、
遅
れ
る

よ
！
？
」

 
 

『
あ
と
、
１
０
分
…
。
』
 

「
も
う
、
１
０
時
だ
よ
！
？
ス
タ
ジ
オ
入
り

３
０
分
な
ん
だ
け
ど
！
！
」

 
 
 

ー
ガ
バ
ッ
！
ー
 
 

『
マ
ジ
ッ
！
？
ヤ
ベ
ェ
ー
ー
！
！
』
 
 
 
 

「

早
く
！
！
」

 
 

『
で
き
た
！
！
』
（
は
や
っ
！
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
母
さ

ん
！
今
日
、
あ
い
つ
ら
た
ち
と
夜
ご
飯
食
べ
て
く
る
か
ら
！
！
』
 
 

「
は
い

は
い
っ
！
」

 
 
 
 
 
 

『
行
っ
て
き
ま
ー
す
！
』
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ー
ス
タ
ジ
オ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 

『
ハ
ァ
…
…
ハ
ァ
…
。
間
に
合
っ
た
…
。
』

 
「
何
で
い
つ
も
起
き
れ
な
い
わ
け
！
？
」

 
『
知
ら
ね
ぇ
よ
…
…
。
』
 
 
 

『
１
０
分
遅
刻
…
。
』
 

「
た
く
ち
ゃ
ん

！
！
」

 
『
お
は
よ
…
。
夏
木
。
』
 

「
お
は
よ
！
！
」

 
 

『
っ
て
！
俺
に
は
！
？
』
 

『
無
視
無
視
～
！
』
 

「
旬
！
」

 
『
か
わ
い
そ
う
だ
ね
～
夏
木
は
。
』
 
 
 
 

「
や
っ
ぱ
り
～
？
」

 
『
あ
れ
っ
！
？
由
は
！
？
』
 

『
こ
こ
に
い
る
よ
！
』
 
 

「
ゆ
う
ち
ゃ
ん

！
お
・
は
・
よ
！
！
」
 
 

『
お
・
は
・
よ
！
』
 
 
 

私
の
名
前
は
柚
子
川

夏
木
！
 
 

こ
こ
に
い
る
男
４
人
は
『
四
神
』
と
い
う
人
気
の
グ
ル
ー
プ
！
 

 
 

佐
山
和
輝
 

梨
夜
巧
 

中
城
旬
 

黒
田
由

ボ
ー
カ
ル

ギ
タ
ー

ベ
ー
ス

ド
ラ
ム

私
と
和
輝
は
幼
な
じ
み
な
の
で
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス
タ
ッ
フ
『
四
神

さ
ー
ん
！
お
願
い
し
ま
ぁ
ー
す
！
！
』
 
 

『
は
い
。
和
輝
、
旬
、
由
！
行
く

ぞ
。
』
 

『
じ
ゃ
あ
、
夏
木
待
っ
て
ろ
よ
！
』
 
 

「
私
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ

か
ら
待
っ
て
ま
す
！
！
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
な
み
に
！
 

私
は
『
四
神
』
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
や
っ
て
ま
す
。
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ー
バ
タ
ン
ッ
…
ー
 
 
 
 
 
 
 

「
い
つ
、
帰
っ
て
く
る
か
な
ぁ
ー
？
」

 
 
 
 
 

雑
誌
を
見
て
る
と
…
 
 
 
 

『
問
２
０
！
好
き
な
女
の
子
の
タ

イ
プ
は
？
』
と
書
い
て
あ
っ
た
…
。
 
 

『
答
：
美
人
な
人
が
タ
イ
プ
で
す
！
』

 
 

「
あ
き
ら
か
に
私
じ
ゃ
な
い
…
。
」

 
 
 

好
き
な
の
に
な
ぁ
…
…
 

和
輝
の
事
ー
ー
。
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第
１
話
 
 

幼
な
じ
み
。
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
ー
？
読
み
や
す
か
っ
た
か
な
ぁ
ー
？
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第
２
話
 
 

嬉
し
い
。

ー
撮
影
が
終
わ
り
…
ー
 
 

『
た
だ
い
ま
ぁ
ー
！
』
 

「
お
帰
り
！
」

 
 

巧
『
疲
れ
た
…
。
』
 

旬
『
こ
い
つ
～
３
回
目
で
終
わ
っ
た
の
に
！
！
俺
、

１
０
回
や
っ
た
ん
だ
よ
！
？
』
 
 

「
や
り
す
ぎ
だ
よ
！
旬
は
…
！
」

 
 

由
『
俺
も
３
回
で
終
わ
っ
た
し
～
！
』
 
 

「
さ
す
が
、
ゆ
う
ち
ゃ
ん
！
」

 
 

『
ち
な
み
に
俺
は
…

「
さ
ぁ
！
み
ん
な
！
次
も
仕
事
だ
よ
？
」

 
『
ま
ず
、
俺
の
話
を
！
』
 

巧
『
早
く
し
ろ
…
。
』

ー
車
を
運
転
中
ー
 
 
 

（
夏
木
は
２
０
歳
で
す
）
 
 
 
 
 

旬
『
夏
木
ー
。

次
、
ど
こ
行
く
の
？
』
 
 
 

「
次
は
歌
番
組
だ
よ
ー
！
」

 
 

巧
『
出
演
者
は
…
？
』
 
 
 
 
 

「
う
ー
ん
っ
と
…
…
内
山
あ
か
り
で

し
ょ
…
？
あ
と
は
…
」

 
『
俺
…
あ
い
つ
無
理
！
』
 
 

由
『
確
か
に
！
ぶ
り
っ
子
だ
も
ん
な
ー
！
』

 
 

「
そ
う
な
ん
だ
ぁ
…
。
」

 
 

巧

『
俺
は
興
味
な
し
…
。
』
』
 
 
 
 
 
 

旬
『
出
た
！
！
巧
の

「
女
に
興
味
な
し
！
」

発
言
！
！
』
 
 

巧
『
（
無
視
…
…
。
）
』
 
 
 
 

到
着
す
る
と
…
…
 
 

 
 

「
ね
ぇ
…
あ
れ
、
ど
う
す
る
…
？
」

 
『
あ
…
…
。
』
 
 

目
の
前
に
は
女
の
子
が
２
０
人
ぐ
ら
い
が
い
た
…
。
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由
『
何
か
今
日
は
い
っ
ぱ
い
い
る
！
』
 
 

『
俺
の

出
番
だ
な
！
』
 
 
 

「
私
が
行
く
！
！
」

 
 

旬
『
夏
木
、
頑
張
れ
ー
！
！
』
 

『
あ
い
つ
、
大
丈
夫
か
…
？
』

『
四
神
』
は
デ
ビ
ュ
ー
し
て
ま
だ
、
５
ヶ
月
だ
も
け
ど
フ
ァ
ン
は
い
っ
ぱ
い
い

る
。
デ
ビ
ュ
ー
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
 
 

「
み
な
さ
ー
ん
！
」

 
 

女

「
何
！
？
」

 
 
 
 

「
こ
こ
に
い
る
と
出
演
者
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
か
か
る
の
で
ど
こ
か
へ

行
っ
て
く
だ
さ
い
！
」

 
 
 
 
 
 
 

「
あ
ん
た
、
誰
！
？
」

 
 
 

『
俺
ら
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
よ
？
』
 
 
 
 



9

 
 
 
 

「
和
輝
…
！
」

 
 
 
 
 
 

「
和
輝
だ
よ
！
？
か
っ
こ
い
い
ー
！
」

 
 
 

ー
グ
イ
ッ
！
ー
 
 
 

「
わ
ぁ
っ
！
！
」

 
 

和
輝
は
夏
木
の
腕
を
掴
ん
で
い
た
…
。
 

私
は
正
直
い
っ
て
嬉
し
か
っ
た
…
…
。
 
 

こ
の
気
持
ち
伝
え
よ
う
…
…
。
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第
２
話
 
 

嬉
し
い
。
（
後
書
き
）

次
回
は
夏
木
が
和
輝
に
想
い
を
伝
え
ま
す
！
！
 
 

で
も
…
…
…
。
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第
３
話
 
 

事
故
…
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー
ス
タ
ジ
オ
に
入
り
…
ー
 
 
 
 

『
よ
し

っ
！
も
う
、
大
丈
夫
だ
な
…
！
』
 

「
み
ん
な
は
！
？
」

 
 

『
後
か
ら
来
る
よ
。
』
 

「
あ
っ
…
…
。
」

 
 

手
を
見
る
と
…
ま
だ
、
和
輝
の
手
は
夏
木
の
手
を
握
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
…

…
。

 
 
 

「
和
輝
っ
…
…
！
」

 
 

『
ど
う
し
た
…
…
？
』
 

「
私
さ
ぁ
…
…
和
輝
の
事
…
…
好
き
…
。
」

 ー
和
輝
サ
イ
ド
ー
 
 
 
 
 
 

『
マ
ジ
…
…
？
』
 
 
 

何
か
嬉
し
い
…
。

 
『
俺
も
…
…
…
。
』
 
 

「
！
？
」

 
 

ー
ギ
ュ
ッ
…
ー
 
 

『
前
か
ら
好
き
だ
っ
た
よ
…
。
夏
木
…
…
。
』
 
 

「
離
れ
な
い
で
よ
…
？
」

 
 

『
約
束
す
る
。
』

 
 

俺
の
唇
と
夏
木
の
唇
は
い
つ
の
ま
に
か
…
重
な
っ
て
い
た
…
…
。
 
 
 

 
で
も
…
夏
木
…
ご
め
ん
な
…
？
 
 

俺
が
あ
ん
な
酷
い
事
言
っ
て
…
…
。
だ

か
ら
あ
い
つ
の
所
へ
行
っ
た
ん
だ
よ
な
…
…
。
 

本
当
に
ご
め
ん
…
…
。
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『
お
め
で
と
う
！
！
』
 
 

そ
の
後
、
俺
と
夏
木
の
事
を
メ
ン
バ
ー
に
話
し

た
…
。
今
は
『
お
付
き
合
い
お
め
で
と
う
！
！
パ
ー
テ
ィ
ー
？
』
を
し
て
い
る

…
。
 
 

旬
『
い
や
ぁ
ー
で
も
、
び
っ
く
り
し
た
よ
な
！
』
 
 

由
『
仕
事
で

は
イ
チ
ャ
つ
く
な
よ
！
』
 
 

『
さ
ぁ
～
？
分
か
ら
な
い
よ
。
』
 
 

「
ち
ょ

っ
…
／
／
／
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
覚
悟
し
て
ね
？
夏
木
。
』
 

 
 

「
ば
か
ぁ
…
／
／
／
」

 
 
 

巧
『
…
も
う
、
１
１
時
か
…
。
明
日
も
早
い
か
ら
、
今
日
は
こ
こ
ま
で

な
…
。
』
 
 

「
う
ん
。
」

 
 

悪
夢
は
こ
の
後
起
き
た
…
。
 
 

俺
は
み
ん
な
と
別
れ
て
、
１
人
で
家
に

帰
ろ
う
と
し
た
…
。
 
 
 

「
拓
哉
！
！
危
な
い
！
！
」

 
 

『
！
！
！
』
 
 
 

ー
ド
ン
ッ
！
！
ー
 
 

「
き
ゃ
あ
！
！
大
丈
夫
で
す

か
！
？
誰
か
救
急
車
を
！
！
」

 
 

俺
は
…
男
の
子
を
助
け
よ
う
と
し
て
、
車
に
は
な
ら
れ
た
…
。
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嫌
な
予
感
が
し
た
…
。
 
 

「
寝
よ
…
。
」

 
 
 

ー
♪
♪
♪
ー
 
 

「
も
し
も
し
…
？
」

 
由
『
（
夏
木
！
？
 

和
輝
が
…
和
輝
が
…
…
！
！
）
』
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第
３
話
 
 

事
故
…
。
（
後
書
き
）

２
人
は
恋
人
ど
お
し
に
な
り
ま
し
た
が
…
和
輝
が
事
故
に
あ
い
ま
し
た
ね
…
！

 
 

感
想
待
っ
て
ま
す
！



15

第
４
話
 
 
 

記
憶
。
（
前
書
き
）

読
み
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
（
＜
＿
＞
）
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第
４
話
 
 
 

記
憶
。

 
 

「
み
ん
な
っ
…
！
！
」

 
由
『
夏
木
！
！
』
 
 

「
和
輝
は
…
…
！
？
」

 
 

巧
『
手
術
中
…
。
』
 
 
 
 

「
死
な
な
い
よ
ね
…
？
」

 
 

旬
『
あ
い
つ
は
絶
対
、
死
な
な
い
…
！
！
』

 
ー
２
時
間
後
ー
 
 
 
 
 

巧
『
先
生
…
。
』
 
 

「
先
生
！
！
和
輝
は
…

…
！
！
」

 
 

先
『
命
に
は
別
状
あ
り
ま
せ
ん
…
。
た
だ
…
。
』
 
 

「
た
だ
！
？
」

 
 

先
『
頭
を
強
く
打
っ
た
た
め
、
記
憶
が
…
。
』
 
 

「
記
憶
喪
失
で
す
か

…
？
」

 
 

先
『
は
い
…
。
』
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
そ
ん

な
っ
…
！
」

 
先
『
今
…
病
室
へ
い
ま
す
。
行
っ
て
く
だ
さ
い
…
。
』
 
 

巧
『
と
り
あ
え

ず
、
行
こ
う
…
。
』
 
 

「
ぅ
っ
…
…
…
」
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ー
ガ
ラ
…
ー
 
 
 
 
 
 
 
 

病
室
へ
行
く
と
…
今
に
も
起
き
そ
う
だ
っ
た

…
。
 
 
 

「
和
輝
っ
…
。
」

 
 

や
っ
と
『
好
き
』
っ
て
言
っ
た
の
に
…
…
ど
う
し
て
…
…
？
ど
う
し
て
よ

！
！
！
 
 

神
様
の
い
じ
わ
る
…
…
。
 

神
様
の
い
じ
わ
る
！
！

「
ん
…
。
」

 
 
 
 
 
 

目
を
覚
ま
す
と
…
朝
に
な
っ
て
い
た
…
。
 
 

ー
ピ
ク
ッ
…
ー

 
 
 
 

「
和
輝
！
？
」

 
 
 
 
 
 

『
ん
…
…
。
』
 
 
 

「
和
輝
！
！
大
丈
夫
！
？
」

 
 

ー
バ
ッ
！
！
ー
 
 

「
和
輝
…
…
？
」

 
 

私
の
目
を
じ
っ
と
見
て
い
る
…
。
 
 
 

そ
し
て
ー
ー
。
 
 
 

『
だ
…

…
れ
…
…
？
』
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「
何
、
言
っ
て
る
の
！
？
」

 
 

あ
っ
…
先
生
が
言
っ
て
た
っ
け
…
。
 

『
記
憶
喪
失
』
 
 
 

『
 

も
し

か
し
て
…
俺
の
フ
ァ
ン
…
…
？
』

 
 
 
 

ー
ガ
ラ
ッ
！
！
ー
 
 
 

旬
『
和
輝
！
！
お
前
、
目
覚
め
た
の
か
！

？
』
 
 

『
ご
め
ん
な
ぁ
ー
心
配
か
け
て
；
』
 
 
 
 
 
 

由
『
は
ぁ
ー
；

で
も
、
よ
か
っ
た
よ
～
。
』
 
 
 
 

『
巧
は
？
』
 
 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
…
。

ど
う
し
て
た
く
ち
ゃ
ん
と
か
は
覚
え
て
る
の
に
私
だ
け
覚
え
て
な
い
の
…
？
 

 
 
 
 
 

由
『
あ
っ
！
で
も
、
記
憶
喪
失
じ
ゃ
な
く
て
よ
か
っ
た
よ
～
！
な

っ
？
夏
木
！
』
 
 
 
 

「
っ
…
…
。
」

 
 

旬
『
夏
木
…
？
』
 
 
 
 

『
な
ぁ
…
こ
の
女
…
誰
？
』
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

由
『
は
ぁ
！
！
？
何
、
言
っ
て
る
の
；
？
夏
木
は
お
前
の
…
…
『

も
う
、
知
ら
れ
た
の
！
？
俺
の
事
…
』
 
 
 

旬
『
和
輝
…
…
俺
ら
の
事
は
覚

え
て
る
の
に
夏
木
の
事
は
覚
え
て
な
い
の
…
…
？
』
 
 
 
 

『
こ
こ
ま
で
来

た
ん
だ
…
？
』
 
 

「
！
！
！
」

 
 
 
 
 
 

『
ま
だ
、
何
も
発
表
し
て
な
い
の
に
…
。
邪
魔
な
ん
だ
よ
ね
ぇ

…
。
』

 
 

「
ち
が
…
…
『
こ
の
女
、
追
い
出
し
て
…
…
。
』
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第
４
話
 
 
 

記
憶
。
（
後
書
き
）

和
輝
が
記
憶
喪
失
で
す
ね
…
；
 
 

感
想
待
っ
て
ま
す
！
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第
５
話
 
 

突
然
の
告
白
。

「
ご
め
ん
っ
…
…
」

 
 

由
『
夏
木
…
！
！
』
 
 
 
 

ー
ガ
ラ
…
ー
 
 
 

巧
『
…
夏
木
？
』
 

 
「
た
く
ち
ゃ
ん
…
…
。
」

 
こ
ん
な
顔
…
見
ら
れ
た
く
な
い
よ
っ
…
…
。
 
 

「
和
輝
…
目
覚
め
た
か
ら

…
。
」

 
 

旬
『
夏
木
！
！
』
 
 
 

巧
『
何
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
…
。
』
 

『
あ
の
…

女
っ
…
何
な
ん
だ
よ
…
！
！
』

 
 
 

ー
巧
サ
イ
ド
ー
 
 
 

こ
い
つ
…
も
し
か
し
て
…
 

『
夏
木
の
事
、
覚

え
て
な
い
の
か
？
』
 
 

『
夏
木
っ
て
…
あ
の
女
の
名
前
…
？
』
 
 

『
そ
う

だ
け
ど
…
。
』
 
 

『
ふ
～
ん
…
…
』
 

旬
『
和
輝
…
…
。
』
 
 

『
俺
ち
ょ

っ
と
さ
が
し
て
く
る
…
。
』
 
 

由
『
あ
っ
…
あ
あ
。
』
 
 

『
何
で
い
ち
い

ち
さ
が
し
に
行
く
わ
け
！
？
』
 
 

『
覚
え
て
な
い
ん
だ
ろ
？
』
 

『
？
』
 

 
『
だ
っ
た
ら
…
夏
木
は
俺
が
も
ら
う
！
』

 
ー
和
輝
サ
イ
ド
ー
 
 
 
 

巧
が
何
を
言
っ
て
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
…
。

 
 

『
何
だ
よ
…
！
』
 

ー
ガ
ン
ッ
！
！
ー
 
 
 

旬
『
（
ビ
ク
ッ
！
）
』
 

 
『
ご
め
ん
…
今
日
は
１
人
に
し
て
…
。
』
 
 
 
 

由
『
で
も
っ
…
。
』
 

旬
『
由
…
１
人
に
し
て
や
れ
…
。
』
 
 

『
ご
め
ん
…
…
。
』
 

旬
『
ま
た
…

来
る
よ
。
』
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私
は
病
室
を
出
た
後
、
病
院
の
中
庭
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
た
…
。
 
 
 
 

ー
ピ
ト
…
ー
 
 

「
た
く
…
…
ち
ゃ
ん
…
。
」

 
巧
『
飲
め
…
。
』
 
 

「
強
制
…
（
笑
）
？
」

巧
『
う
ん
…
。
強
制
。
』
 
 
 

「
あ
り
が
と
う
…
。
」

 
 

巧
『
大
丈
夫
…
？
』
 
 

「
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
よ
っ
…
。
」

 
 

巧
『
夏
木
…
…
。
』
 

「
や
っ
と
…
恋
人
に
な
っ
た
の
に
！
！
こ
ん
な
の

っ
て
あ
る
！
！
？
」
 
 
 
 
 

巧
『
っ
…
…
。
』
 
 

「
神
様
の
い
じ
わ
る

っ
…
…
う
っ
…
。
』
 
 

ー
ギ
ュ
ッ
…
ー
 
 

「
た
く
…
ち
ゃ
…
ん
…
？
」

 
 

巧
『
俺
…
女
に
は
興
味
な
い
。
っ
て
言
っ
た
け
ど
…
お
前
だ
け
に
は
興
味

が
あ
る
ん
だ
…
…
。
』
 
 

「
え
…
…
？
」

 
 
 
 
 
 

 
 

巧
『
会
っ
た
時
か
ら
好
き
だ
っ
た
…
…
。
』
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第
５
話
 
 

突
然
の
告
白
。
（
後
書
き
）

読
み
づ
ら
か
っ
た
で
す
か
？
（
＜
＿
＞
）
 
 

も
っ
と
も
っ
と
頑
張
り
ま
す
の

で
感
想
お
願
い
し
ま
す
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ｉｏｖｅ ｉｏｖｅ 
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